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公衆衛生学 
 

論文 

A 欧文 
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3. Viet Vu CH, Uchino M, Kawashima M, Yuki K, Tsubota K, Nishi A, German CA, Sakata K, Tanno K, Iso H, Yamagishi K, 
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Lack of social support and social trust as potential risk factors for dry eye disease: JPHC-NEXT study. Ocul Surf. 

17(2):278-284, 2019 (IF:9.108) ＊ 
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differences of percutaneous arterial oxygen saturation (SpO2) in Bolivian people. ICPA2019(Singapore) program and abstracts 

P66, 2019 

4. Mizukami S, Abe Y, Tsujimoto R, Arima K, Kanagae M, Chiba G, Aoyagi K. Spinal curvature assessed by a computer-assisted 
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B 邦文 
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1. 富田 義人, 有馬 和彦, 川尻 真也, 辻本 律, 金ヶ江 光生, 水上 諭, 岡部 拓大, 山本 直子, 大町 いづみ, 中原 和

美, 西村 貴孝, 安部 恵代, 青柳 潔. 地域在宅高齢者における転倒恐怖感と日常生活活動との関連. 日本公衆衛生

雑誌 66巻 7号, P341-347, 2019 

2. 前田 俊輔(芙蓉会筑紫南ヶ丘病院), 伊達 豊, 青柳 潔. 肺炎のバイタルスコアリングによる医療介入判定 ICT に

よる肺炎の早期発見・重症化予防システムの基礎的検討. 日本慢性期医療協会誌 27巻 5号, P79-82, 2019 

B-b 
1. 青柳 潔.【大腿骨近位部骨折とロコモティブシンドローム 運動器の 10年】大腿骨頸部/転子部骨折の危険因子. ク

リニシアン 66巻 8-9号, P696-702, 2019 

2. 西村貴孝. 【アジア人の遺伝的背景と生理的多型性-生理人類学からの情報発信-】ヒトの寒冷適応と UCP1遺伝子多

型との関連. 日本生理人類学会誌 24巻 2号, P81-85, 2019 
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1. 安部 恵代，飯田 充瑛，西村 貴孝，富田 義人，水上 諭, 有馬 和彦，青柳 潔. 地域在住中高年女性での低骨量ス

クリーニングにおける FOSTA および FRAX の有用性. 第 29 回九州農村医学会プログラム・抄録集 P32, 2019 

2. 有馬 和彦, 岩本 直樹, 川尻 真也, 玉井 慎美, 折口 智樹, 川上 純, 青柳 潔. アルデヒド分解酵素遺伝子多型と骨

量低下の関連 長崎アイランドコホート研究. 63 回日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 P702, 2019 
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性ホルモンと骨量との関連. 日本健康学会誌 85 巻 P170-171, 2019 

4. 西村 貴孝, 吉良 碧, 水上 諭, 富田 義人, 有馬 和彦, 安部 恵代, 青柳 潔. 農村地域在住の中高年女性における骨

量と性ホルモンとの関連. 第 29 回九州農村医学会プログラム・抄録集 P31, 2019 
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関連. 第 29 回九州農村医学会プログラム・抄録集 P30, 2019 
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要介護度の進行の抑制への取り組み. 1 回日本在宅医療連合学会大会プログラム・講演抄録集 P411, 2019 
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安に関連する要因. 日本健康学会誌 85 巻 P164-165, 2019 

10. 吉良 碧, 西村 貴孝, 富田 義人, 水上 諭, 有馬 和彦, 安部 恵代, 青柳 潔. 地域在住中高年者における骨量と性ホ

ルモンの関連. 日本生理人類学会第 79 回大会概要集 P65, 2019 

11. 飯田 充瑛, 安部 恵代, 西村 貴孝, 富田 義人, 水上 諭, 有馬 和彦, 青柳 潔. 地域在住中高年女性における踵骨骨

量と FOSTA および FRAX の関連. 日本生理人類学会第 79 回大会概要集 P66, 2019 

12. 村上 千晶, 富田 義人, 有馬 和彦, 西村 貴孝, 安部 恵代, 本井 碧, 小屋松 淳, 山梨 啓友, 川尻 真也, 清水 悠路, 

前田 隆浩, 青柳 潔. 50 歳以上の男性における主観的歩行速度と骨量の関連. 日本生理人類学会第 79 回大会概要集
P64, 2019 

13. 本井碧, 豊島秀夫, 岸田文, Sora Shin, 西村貴孝, 安河内彦輝, 勝村啓史, 中山一大, 太田博樹, 前田享史, 綿貫茂樹. 

健常男性における低圧低酸素曝露時の血中免疫系指標の変化. 日本生理人類学会第 79 回大会概要集 P49, 2019 

14. 玉井 慎美, 高谷 亜由子, 大木 望, 上谷 雅孝, 岩本 直樹, 古賀 智裕, 有馬 和彦, 青柳 潔, 川上 純. MRI による関

節リウマチの関節裂隙狭小化の評価. 47 回日本臨床免疫学会総会プログラム・抄録集 P133  2019 

15. 玉井 慎美, 有馬 和彦, 青柳 潔, 藤井 博, 山田 和徳, 川野 充弘, 池田 啓, 中島 裕史, 川上 純. 住民健康診査にお

けるリウマチ検診の試み. 日本内科学会雑誌 第 116 回日本内科学会講演会, 108 巻 P207, 2019 

16. 玉井 慎美, グルンデケン・フィンセント , 有馬 和彦, ブリンク・ロビン , ミル・アネット , 大木 望, 上谷 雅孝, 川

上 純. リウマチ性疾患の画像 早期 RA における MRI 腱鞘炎の有用性の検討. 63 回日本リウマチ学会総会・学術集

会プログラム・抄録集 P510, 2019 

17. 清水 悠路, 川尻 真也, 小屋松 淳, 山梨 啓友, 玉井 慎美, 有馬 和彦, 青柳 潔, 前田 隆浩. 造血能を考慮した動脈

硬化と高血圧の関係. 78 回日本公衆衛生学会総会抄録集 P217, 2019 

18. 本多 舞, 竹中 基, 青柳 潔, 富田 義人, 有馬 和彦, 瀧原 圭子, 室田 浩之. 大学新入生を対象とした口腔アレルギ

ー症候群の後方視的実態調査. アレルギー68 巻 4-5 号, P598, 2019 

19. 住吉 玲美, 日高 利彦, 古賀 智裕, 岡田 覚丈, 福田 孝昭, 石井 智徳, 植木 幸孝, 小寺 隆雄, 中島 宗敏, 高橋 裕

一, 寶來 吉朗, 渡部 龍, 奥野 洋史, 荒牧 俊幸, 泉山 朋政, 高井 修, 宮下 賜一郎, 川尻 真也, 岩本 直樹, 一瀬 

邦弘, 玉井 慎美, 中村 英樹, 折口 智樹, 青柳 潔, 江口 勝美, 川上 純. 関節リウマチの治療評価と予測-2 全国多

施設前向きコホート研究(Apple study)を用いた関節リウマチ患者における HAQ(Health Assessment Questionnaire)増悪

の予測因子に関する検討. 63 回日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 P488, 2019 

20. 江口 勝美, 寺田 馨, 荒牧 俊幸, 辻 良香, 來留島 章太, 小島 加奈子, 川内 奈津美, 有馬 和彦, 岩本 直樹, 一瀬 

邦弘, 川上 純, 植木 幸孝. リウマチ性疾患と感染症-1 抗 HTLV-1 抗体陽性 RA 患者における HTLV-1 プロウイル

ス DNA 量と臨床像との検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 63 回 P482, 2019 

21. 折口 智樹, 有馬 和彦, 梅田 雅孝, 古賀 智裕, 川尻 真也, 岩本 直樹, 一瀬 邦弘, 玉井 慎美, 中村 英樹, 塚田 敏
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純. RS3PE 症候群の臨床的特徴 高齢発症関節リウマチ(EORA)との比較. 九州リウマチ 39 巻 2 号, PS30, 2019 

22. 高谷 亜由子, 玉井 慎美, 大木 望, 清水 俊匡, 住吉 玲美, 古賀 智裕, 川尻 真也, 岩本 直樹, 井川 敬, 一瀬 邦弘, 

有馬 和彦, 中村 英樹, 折口 智樹, 上谷 雅孝, 川上 純. 関節リウマチ患者における MRI と US を用いた X 線進行の

予測因子の検討. 47 回日本臨床免疫学会総会プログラム・抄録集 P136, 2019 
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論文研究業績集計表  
 
論文数一覧 

  A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計 

2019 5 0 0 0 4 9 5 2 2 0 0 22 26 35 

 

学会発表数一覧 

 A-a 
A-b 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

A-b 

学会 
合計 B-a 

B-a 
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

B-b 

学会 
合計 総計 

2019 0 0 4 4 0 0 22 22 26 

 

論文総数に係る教員生産係数一覧 

  

 欧文論文総数  

論文総数 

教員生産係数 

（欧文論文） 

 SCI掲載論文数  

欧文論文総数 

教員生産係数 

（SCI掲載論文） 

2019 0.257 1.800 0.556 1.000 

 

Impact factor 値一覧 

  Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor 

2019 22.928 4.586 4.586 

 


